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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】 
パニック障害患者の夫婦関係は疾患の発症や経過に影響し，疾患の症状は夫婦関係にも影響する．
そこで本研究では，パニック障害患者の夫婦関係について検討した． 
【対象と方法】 
対象は，大阪市立大学医学部附属病院神経精神科外来を受診した広場恐怖を伴うパニック障害患者
45 例 (未婚者 14 例，既婚者 31 例) の疾患群と既婚患者の配偶者群 31 名，夫婦共に精神疾患の既往
のない既婚対照群 31 名とした．診断には Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders, 
4th Edition, Text Revision （DSM-Ⅳ-TR）を用いた． 
親密度を調べる為に，Broucke らが開発した Marital Intimacy Questionnaire （MIQ） を参考に作
成した 62 項目のアンケート調査を行った．パニック障害の重症度は Panic Disorder Severity Scale 
（PDSS） ，抑うつ症状は Self-Rating Depression Scale (SDS) ，精神症状による社会生活機能障
害は Global Assessment of Functioning （GAF） を用いて評価した． 
【結果】 
パニック障害患者の既婚群と未婚群の臨床的特徴に差はなかった．患者は健常者と比較して 「愛
情」 の領域で低値を，配偶者と比較して ｢意見の一致｣「かかわり合い」 の領域で低値を示した．
患者が妻の場合，夫に比し 「意見の一致」 「かかわり合い」 「満足度」 の領域で低値を， 「開
放性」 の領域で高値を示した．患者が夫の場合，妻に比し ｢かかわり合い｣ の領域で低値を示した． 
【結論】 
パニック障害の重症度と夫婦関係の有無との関連は乏しかった．夫婦のいずれが罹患するかで，夫婦
間の親密度の感じ方が異なった．さらにパニック障害患者の配偶者は，患者よりも献身的な愛をもっ
ている可能性が示唆された． 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
パニック障害患者の夫婦関係は疾患の発症や経過に影響し，疾患の症状は夫婦関係にも影響する．
そこで本研究では，パニック障害患者の夫婦関係について検討した． 
対象は，大阪市立大学医学部附属病院神経精神科外来を受診した広場恐怖を伴うパニック障害患者
45 例 (未婚者 14 例，既婚者 31 例) の疾患群と既婚患者の配偶者群 31 名，夫婦共に精神疾患の既往
のない既婚対照群 31 名とした．診断には Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders, 
4th Edition, Text Revision （DSM-Ⅳ-TR）を用いた． 
親密度を調べる為に，Broucke らが開発した Marital Intimacy Questionnaire （MIQ） を参考に作
成した 62 項目のアンケート調査を行った．パニック障害の重症度は Panic Disorder Severity Scale 
（PDSS） ，抑うつ症状は Self-Rating Depression Scale (SDS) ，精神症状による社会生活機能障
害は Global Assessment of Functioning （GAF） を用いて評価した． 
パニック障害患者の既婚群と未婚群の臨床的特徴に差はなかった．患者は健常者と比較して 「愛
情」 の領域で低値を，配偶者と比較して ｢意見の一致｣「かかわり合い」 の領域で低値を示した．
患者が妻の場合，夫に比し 「意見の一致」 「かかわり合い」 「満足度」 の領域で低値を， 「開
放性」 の領域で高値を示した．患者が夫の場合，妻に比し ｢かかわり合い｣ の領域で低値を示した． 
パニック障害の重症度は、未婚・既婚と関連していなかった．夫婦のいずれが罹患するかで，夫婦
間の親密性についての感じ方が異なっていた．パニック障害患者の配偶者は，患者よりも献身的であ
ることが示唆された． 
以上の研究は、パニック障害患者の夫婦関係の親密性について明らかにしたものであり、今後、パニ
ック障害患者の治療に寄与する点は少なくないものと考えられた。よって本研究者は博士（医学）の
学位を授与されるに値するものと判定された。 
